
 

 

 

 

 

 

発熱などの症状が出た場合は、まず医療機関に電話で相談してから受診しますが、 

かかりつけ医がなく、どこを受診したらいいかわからない場合などは、下記の機関に相談できます。 

  

 

 
 

 

 

 

 

 コロナウイルス感染症に関わる保健所の調査の中で、「不織布のマスクをしていましたか」と聞かれます。 

これは、不織布のマスクが布やウレタンなどのマスクにくらべて、予防効果が高いという実験結果(下記参照)が

出ているためです。ただし、アレルギーのため、かゆみが出る方などは無理をしないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症は、予防していてもかかる可能性があります 
だれでも、いつでも感染症にかかる可能性があり、｢これだけ予防しているから、大丈夫｣ではありません。 

 

｢どんなに対策をしても、かかってしまうことがある｣と考えて予防する。 

   ｢できるだけ、感染のリスクを下げる｣ことを目標にする。 

 

 感染症対策のポイント 
  ○かかってしまうことが悪いのではなく、｢多くの人に広げない｣こと。 

  ○もしかすると、「私も感染しているかもしれない」と想定し感染を広げない行動をとること。 

○一人ひとりが、自分の問題として受けとめ、人の立場になって考え行動すること。 

名称 受付時間 電話番号 

和歌山県 

コールセンター 
県庁健康推進課 

２４時間対応 

(土・日・祝含む) 
０７３－４４１－

２１７０ 

受診・相談 

センター 
湯浅保健所 

9:00～17:45 

(平日のみ) 
０７３７－６４－

１２９１ 

Ｒ４、1月 

箕島小保健室 

  №５ 
ほ け ん だ よ り 

 

 

 
コロナウイルス感染症 相談窓口 

不織布のマスク着用をおすすめします 

思いやりの心を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気温が下がり空気が乾燥しがちな冬。さらに暖房

をつけることで、カラカラに乾燥していませんか？ 


